
　

　

８
月
を
迎
え
、
夏
休
み
シ
ー
ズ

ン
の
真
っ
た
だ
中
で
す
。
道
の
駅

米
沢
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
気
合
い
が

入
り
ま
す
。

　

道
の
駅
米
沢
は
言
わ
ば
置
賜
観

光
の
中
継
地
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型

の
道
の
駅
と
し
て
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
人
の
流
れ
を
置
賜
全
域
へ

波
及
さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
が
「
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
の
存
在
で
す
。歴
史
、文
化
、

季
節
毎
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

ま
で
、
置
賜
全
域
の
最
新
の
観
光

情
報
を
提
供
し
て
い
る
置
賜
観
光

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
初
め
て
置

賜
に
来
る
お
客
様
に
も
充
実
し
た

旅
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

全
力
で
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
で
観
光
情
報
も
簡
単
に
手

に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は
お
も

て
な
し
の
心
を
も
っ
て
接
し
た

い
。
そ
ん
な
思
い
で
日
々
業
務
に

臨
ん
で
い
ま
す
。

　

道
の
駅
米
沢
に
お
越
し
の
皆
さ

ん
、
お
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後
で

「
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
気
軽
に
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
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戦
争
で
は
新
政
府

軍
の
陸
軍
中
佐
と

し
て
、
米
沢
の
士
族

３
０
０
人
以
上
を
率

い
て
九
州
に
出
陣

し
、
反
政
府
士
族
と

戦
っ
て
い
ま
す
。

　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

石
川
県
令
・
岡
山

県
令
、
実
業
家
と

し
て
活
躍

　

明
治
12
年
、
高
雅

は
石
川
県
令
に
任
命

　
前
回
に
引
き
続
き
、
千
坂
高
雅

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
３

英
国
留
学
と
明
治
新
政
府
へ

の
出
仕

　

戊
辰
戦
争
後
、
一
切
の
職
を
辞

し
た
千
坂
高
雅
で
し
た
が
、
間
も

な
く
有
為
の
人
材
と
し
て
米
沢
藩

の
要
職
で
あ
る
大
参
事
へ
の
就
任

を
要
請
さ
れ
ま
す
。
高
雅
は
何
度

も
固
辞
し
ま
す
が
、
宮
島
誠
一
郎

な
ど
か
ら
の
懇
請
に
よ
り
明
治
３

年
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

明
治
４
年
、
高
雅
は
米
沢
藩
知

事
を
免
官
と
な
っ
た
上
杉
茂
憲

に
従
っ
て
上
京
し
、
翌
年
に
は
茂

憲
に
随
行
し
て
英
国
に
留
学
し
ま

す
。
明
治
７
年
に
帰
国
後
は
、
内

さ
れ
ま
す
。
石
川
県
令
と
し
て
、

人
情
風
俗
や
地
域
利
害
の
異
な
る

こ
と
を
理
由
に
、
明
治
13
年
に
福

井
県
、
明
治
15
年
に
富
山
県
の
新

設
を
建
議
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

明
治
17
年
か
ら
は
岡
山
県
令

（
後
に
岡
山
県
知
事
）
と
な
り
ま

す
。
児
島
湾
開
墾
事
業
で
の
県
政

の
混
乱
も
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治

25
・
26
年
の
水
害
時
に
は
先
頭
に

立
っ
て
復
興
に
尽
力
す
る
な
ど
、

明
治
27
年
ま
で
岡
山
県
政
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
知
事
退
官
後
は
、
勅
選

の
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
そ
の
傍

ら
で
実
業
家
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。
両
羽
銀
行
、
宇
治
川
水

電
、
横
浜
鉄
道
、
横
浜
倉
庫
な
ど

の
企
業
で
取
締
役
な
ど
の
重
役
を

務
め
ま
し
た
。
米
沢
藩
家
老
、
英

国
留
学
、
明
治
政
府
の
官
僚
と
し

て
培
っ
た
非
凡
な
才
能
と
経
験

は
、
実
業
家
と
し
て
も
存
分
に
発

揮
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

大
正
元
年
、
高
雅
は
72
年
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
墓
地
は
、
米

沢
市
相
生
町
に
あ
る
日
朝
寺
の
千

坂
家
墓
所
と
、
東
京
都
大
田
区
の

池
上
本
門
寺
に
あ
り
ま
す
。

務
省
に
出
仕
し
、
内な

い

務む

卿き
ょ
う

大
久
保

利
通
の
も
と
で
猪
苗
代
湖
の
疎
水

工
事
に
参
画
す
る
な
ど
新
政
府
の

大
事
業
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
明
治
10
年
に
勃
発
し
た
西
南

石川・岡山県令などを歴任し実業
家としても活躍した元米沢藩家老

英語、中国語などに対応する観光コンシェルジュが常駐
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